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祖父が車の下に転んでいた４歳の孫はね死亡させる

◆車両を発進させる際は、”周囲の安全確認”◆

２０１５年４月２４日（金）１０時９分

２３日午後５時４０分ごろ、青森の市道で、近くの会社員の男性（６０）運転の乗用車が、

孫の男児（４）をひいた。男児は病院に運ばれたが、肝臓破裂で死亡した。警察によると、乗

用車を動かした際、車の下に転んでいた男児を後輪でひいてしまったという。同署によると、男

性は公園前の市道で停車して男児を降ろした。その後車を動かした際に事故が起きたという。

北海道の交通死亡事故 正面衝突が全国の３倍を超える

スピード出したまま⇨居眠り⇨はみ出し⇨衝突

北海道の平均スピードは、全国ワースト1位

居眠りで対向車線にはみ出すと、即死するケースが多い

だから・・・２時間ごとに、１５分休憩！

歩行者・自転車・バイクの確認！ 見えたら 『先に行かせる』

荷台からの転落、手足の挟まれ事故に注意！

バック時は 降りて確認 乗っても確認

追突、玉突き事故を防ぐ 交差点手前で止まる時は、車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

交差点左折時、自転車の高校生をはねて逃走

後ろの車両が車のナンバーを覚えていた

２０１５年４月２４日（金）１５時４６分

埼玉県の警察官の男性容疑者（４２）は３日、埼玉県の国道で、乗用車で交差点を左折した際

、自転車に乗った男子高校生をはねて、そのまま逃げた疑いが持たれています。男子高校生は

肩を打ち、軽いけがをしました。警察によりますと、容疑者の後ろを走っていたオートバイの

運転手が、車のナンバーの一部を覚えていたことから容疑者が浮上しました。

自宅まで近いので事故さえ起こさなければ大丈夫だと思った

酒気帯び運転で懲戒処分

２０１５年４月２４日 １２時１８分

酒を飲んで車を運転し、物損事故を起こしたとして、愛知県警は２４日、道交法違反（酒気

帯び運転）の疑いで、男性警部補（５２）を書類送検し、停職６カ月の懲戒処分とした。警部

補は同日付で依願退職した。３月１２日午後３時５５分ごろ、市道で、酒気を帯びた状態で軽

乗用車を運転し、民家に止めてあった自転車と外壁に衝突したとされる。事故の２時間半ほど

前に自宅で缶ビール１本半を飲み、徒歩で近所の自動車修理工場に自分の車を取りに行った帰

りに運転し、ブレーキ操作を誤った。警部補は「自宅まで近いので事故さえ起こさなければ大丈

夫だと思った。警察の信用を失墜させてしまい、大変申し訳ない」と話しているという。

ダンプが、渋滞最後尾の乗用車に追突 4台玉突き事故

２０１５年４月２４日（金）１４時４５分

２４日午前８時４０分ごろ、大阪市の阪神高速で、ダンプが乗用車に追突。計４台がからむ

玉突き事故となり、男女４人が首や胸の痛みを訴えて病院に搬送された。いずれも軽傷とみら

れる。高速隊によると、渋滞の最後尾の乗用車にダンプが追突し、これをみて停止した別の乗

用車が軽乗用車に追突され、はずみでダンプにぶつかったとみられている。

信号の無い横断歩道 ３１歳男性はねられ意識不明

２０１５年４月１７日（金）７時５５分

１６日午前１０時ごろ、静岡県の市道で、横断歩道を歩いて渡っていた会社員の男性（３１

）が乗用車にはねられた。男性は頭を強く打ち、意識不明の重体。警察は車を運転していた無

職の容疑者（６１）を過失運転致傷の疑いで現行犯逮捕。現場付近に信号機はなかった。


